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一 ・ 
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
し
て
注
目
さ
れ
る
森
林

　

今
年
一
一
月
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
地
球

温
暖
化
問
題
に
関
す
る
国
際
会
議
で
あ
る
「
気
候

変
動
枠
組
条
約
」
の
第
六
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
６
）
が
開
催
さ
れ
る
。
今
回
の
会
議
で
は
、
一

九
九
七
年
一
二
月
の
京
都
会
議
で
導
入
が
決
ま
っ

た
排
出
量
取
引
、
共
同
実
施
、
ク
リ
ー
ン
開
発
メ

カ
ニ
ズ
ム
（
合
わ
せ
て
「
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
」）
の
運
用

ル
ー
ル
と
と
に
も
に
、
京
都
会
議
の
最
終
日
ま
で
決

着
が
つ
か
な
か
っ
た
森
林
等
の
吸
収
源
の
取
り
扱
い

問
題
が
最
大
の
議
題
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

森
林
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
議
論
は
、
表
に
示

す
よ
う
に
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
議

論
が
始
ま
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
各
国
の
森
林
の
状
況
や
温

暖
化
に
対
す
る
認
識
の
違
い
に
よ
り
意
見
の
隔
た

り
は
大
き
く
、
議
論
は
平
行
線
を
た
ど
っ
た
。
例

え
ば
、
国
土
面
積
が
広
く
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収

が
活
発
な
若
齢
林
の
造
成
が
容
易
な
ア
メ
リ
カ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
等
は
森

林
に
関
わ
る
二
酸
化
炭
素
量
を
カ
ウ
ン
ト
す
べ
き

で
あ
る
（
ネ
ッ
ト
方
式
）
と
主
張
し
た
。
一
方
、

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
力
が
衰
え
る
成
熟
林
が
比
較

的
多
い
日
本
や
Ｅ
Ｕ
、
ま
た
森
林
開
発
が
盛
ん
に

行
わ
れ
森
林
が
排
出
源
と
な
っ
て
い
る
途
上
国
の

多
く
は
森
林
に
関
わ
る
二
酸
化
炭
素
量
を
カ
ウ
ン

ト
し
な
い
こ
と
（
グ
ロ
ス
方
式
）
を
求
め
た
。
議

論
の
末
、
京
都
会
議
で
は
対
象
と
な
る
森
林
を
一

九
九
〇
年
以
降
の
新
規
植
林
、
再
植
林
、
森
林
減

少
に
よ
る
も
の
に
限
定
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
に
よ

る
吸
収
・
排
出
量
を
目
標
年
（
二

〇
〇
八
〜
二
〇
一
二
年
）
に
カ
ウ

ン
ト
し
、
基
準
年
（
一
九
九
〇
年
）

に
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
（
限
定
グ

ロ
ス
ネ
ッ
ト
方
式
）
こ
と
（
三
条

三
項
）
を
規
定
し
、
そ
れ
以
外
の

森
林
に
関
わ
る
吸
収
・
排
出
量
の

取
り
扱
い
に
関
し
て
は
会
期
中
に

決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
に
事

実
上
先
送
り
の
ま
ま（
三
条
四
項
）、

京
都
議
定
書
を
採
択
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
京
都
議
定
書
で

は
森
林
が
二
酸
化
炭
素
の
吸
収

源
と
し
て
一
応
規
定
さ
れ
た
も

の
の
、
未
確
定
な
部
分
も
多
く
、

解
釈
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
ど
の

よ
う
に
も
と
れ
る
と
い
っ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
京
都
議
定
書
採
択
以

降
、
未
確
定
な
部
分
、
例
え
ば
再

植
林
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為
を

指
す
の
か
、
あ
る
い
は
森
林
に
よ

る
吸
収
量
だ
け
で
排
出
削
減
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
る
の
か
否
か
、
さ
ら
に
事
実
上

調
査
・
研
究
紹
介

　
　

地
球
温
暖
化
問
題
と
森
林

吸収源としての森林に関する議論の展開過程

内　　　　　容年
IPCC＊の設立時には、森林が注目されていた１９８８年
IPCCの『第一次評価報告』には「FOREST」の項目が設けられる１９９０年
INC＊の設立時には、森林に関する議論が始まった１９９０年
米国は排出源対策だけでなく、吸収源を有効に活用した温暖化対策を進めるように
主張（第１回INC会合にて）１９９１年

「気候変動枠組条約」が採択
４条１項…「温室効果ガスの吸収源及び貯蔵庫（特にバイオマス、森林、海その
他陸上、沿岸及び海洋の生態系）の持続可能な管理を促進すること並びにこのよ
うな吸収源及び貯蔵庫の保全（適当な場合には強化）を促進し…）

１９９２年

第６回AGBM＊では、森林に関する議論が本格化１９９７年

京都会議では、森林に関する議論が難航。難産の結果、「１９９０年以降の新規植林、再植
林、森林減少に係る温室効果ガスを目標年（２００８～２０１２年）にカウンﾄする」ことを規
定。それ以外の森林に係る温室効果ガスの取扱いに関しては未定（京都議定書）
～京都会議以降、吸収源に係る協議が盛んに行われる～
例、「吸収源の取扱いに関する各国意見の提出」、「吸収源ワークショップ（１９９９年４月）等

１９９７年

COP６では、森林等吸収源の取扱いについての詳細が決まる（予定）２０００年

注）IPCC…気候変動に関する政府間パネルの通称。気候変動に関する科学者と行政官により構成されている組織
　　　　　 IPCCの報告書は気候変動に関する最も信頼されるものとなっている
　　INC…「気候変動枠組条約」の作成チーム
　　 AGBM…京都会議及び京都議定書の現案作りのための組織
資料；『地球温暖化と森林・木材』日本林業調査会、９８年、『地球温暖化防止に向けた国際制度のあり方の研究』
　　　ループホール研究会、９９年、聞き取り等により作成
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先
送
り
さ
れ
た
三
条
四
項
を
ど
の
よ
う
に
扱
う

の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
関
し
て
の
議
論
が
行
わ
れ
、

そ
の
決
着
を
Ｃ
Ｏ
Ｐ
６
で
図
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

二 ・ 
温
暖
化
対
策
と
日
本
の
森
林
の
役
割

　

日
本
で
は
温
暖
化
対
策
つ
ま
り
二
酸
化
炭
素
の

排
出
削
減
を
如
何
に
実
現
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
で

森
林
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
京
都
議
定
書
で
は
日
本
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
目
標
は
二
〇
〇
八
〜
二

〇
一
二
年
に
一
九
九
〇
年
比
の
六
％
と
規
定
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、「
工
業
、
運
輸
、
民

生
部
門
で
〇
・
五
％
、
森
林
部
門
で
三
・
七
％
、

京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
で
一
・
八
％
の
排
出
削
減
」

と
い
う
削
減
目
標
を
首
相
を
本
部
長
と
す
る
「
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
」
の
大
綱
で
打
ち
出
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
数
値
は
京
都
議
定
書
の

規
定
に
照
ら
し
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
む

し
ろ
工
業
、
運
輸
、
民
生
部
門
で
の
削
減
が
困
難

な
た
め
に
、森
林
部
門
や
海
外
植
林
等
に
よ
る「
京

都
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
大
い
に
活
用
す
る
こ
と
で
な

ん
と
か
削
減
目
標
を
達
成
し
た
い
と
い
う
希
望
的

な
数
値
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

実
際
に
、
森
林
部
門
を
み
る
と
、
京
都
議
定
書

の
中
で
内
容
が
比
較
的
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
三

条
三
項
（
一
九
九
〇
年
以
降
の
新
規
植
林
と
再
植

林
の
定
義
）
を
用
い
た
試
算
で
は
、
日
本
の
森
林

に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
は
約
百
万
ト
ン
、

率
に
し
て
お
よ
そ
〇
・
三
％
に
と
ど
ま
る
と
試
算

さ
れ
て
い
る
。
仮
に
現
在
議
論
中
の
三
条
四
項
に

お
い
て
森
林
に
よ
る
吸
収
量
が
幅
広
く
解
釈
さ
れ

た
場
合
に
は
、
日
本
の
森
林
全
体
で
三
％
近
く
の

吸
収
量
が
確
保
で
き
る
と
の
試
算
も
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
天
然
林
も
含
め
た
上
で
の
数
値
と
言
わ

れ
、
三
条
三
項
お
よ
び
四
項
に
記
さ
れ
た
「
人
為
的

活
動
」と
し
て
は
見
な
さ
れ
な
い
可
能
性
も
高
い
。

　

現
時
点
で
は
、
森
林
の
吸
収
に
係
る
詳
細
部
分

が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
予
測
の
域
を
出
な

い
が
、
森
林
に
関
す
る
議
論
が
今
後
大
き
く
変
化

し
な
い
限
り
、
大
規
模
な
植
林
が
行
わ
れ
る
可
能

性
が
低
い
日
本
に
お
い
て
は
、
森
林
が
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
源
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
は

困
難
で
あ
ろ
う
。

三 ・ 
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
し
て
の
森
林
問
題

　

以
上
の
よ
う
に
森
林
は
吸
収
源
と
し
て
の
役
割

が
期
待
さ
れ
、
そ
の
取
り
扱
い
ル
ー
ル
に
つ
い
て

の
議
論
が
進
行
中
で
あ
る
が
、
森
林
に
関
し
て
は

以
下
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
ず
、
①
森
林
に
関
わ
る
二
酸
化
炭
素
量
は
正

確
な
測
定
が
難
し
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
地
球

全
体
の
炭
素
循
環
に
つ
い
て
ま
だ
科
学
的
に
解
明

で
き
て
い
な
い
部
分
（
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
シ
ン
ク
）

が
残
っ
て
い
る
こ
と
や
化
石
燃
料
か
ら
の
排
出
量

の
測
定
と
比
べ
て
森
林
に
関
わ
る
二
酸
化
炭
素
量

は
精
緻
な
測
定
が
難
し
い
。
こ
う
し
た
科
学
的
な

デ
ー
タ
の
不
足
か
ら
、
吸
収
源
と
し
て
の
森
林
の

取
り
扱
い
問
題
は
当
初
か
ら
各
国
の
思
惑
が
入
り

乱
れ
政
治
的
・
意
図
的
な
解
釈
が
常
に
つ
き
ま
と

っ
て
き
た
。

　

次
に
、
②
森
林
は
「
永
続
的
な
吸
収
源
」
で
は

な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
森

林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
は
生
長
期
に
は
盛

ん
に
行
わ
れ
る
も
の
の
、
一
定
程
度
生
長
し
た
後

（
日
本
で
は
五
十
年
生
程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
）は

そ
の
速
度
を
低
下
さ
せ
、
や
が
て
ゼ
ロ
に
近
づ
く
。

吸
収
力
が
衰
え
た
後
も
森
林
が
健
全
に
維
持
さ
れ

て
い
る
間
は
、
吸
収
し
た
二
酸
化
炭
素
を
保
持
す

る
「
貯
蔵
庫
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
の
、

吸
収
源
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
は
、
若

齢
期
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
③
生
物
の
生
息
の
場
、
水
源
か
ん

養
、
国
土
や
自
然
環
境
の
保
全
、
木
材
の
供
給
等

の
多
様
な
機
能
を
よ
り
発
揮
で
き
る
森
林
の
姿
と

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
に
最
適
な
森
林
の
姿
と
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
い
か
に
埋
め
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
課

題
も
残
っ
て
い
る
。

四 ・ 
結
び
に
か
え
て

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
温
暖
化
対
策
と
し

て
は
森
林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
は
副
次
的

な
効
果
と
し
て
と
ら
れ
、
む
し
ろ
温
暖
化
の
原
因

物
質
で
あ
る
化
石
燃
料
に
代
わ
る
再
生
可
能
で
か

つ
自
然
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
材
料
・
資
源
と

し
て
木
材
を
見
直
し
、
こ
の
利
用
を
如
何
に
進
め

て
い
く
の
か
に
つ
い
て
の
議
論
に
重
点
が
置
か
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。　
　
　
（
栗
栖
祐
子
）


